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第１問 

ア 分子量が大きいほどファンデルワールス力が強くなるから。 

イ MgO ＞ CaO ＞ NaF ＞ KF 

ウ Na，K，Rb，Csのいずれか 

  理由：アルカリ金属は価電子の数が少なく，金属結合が弱いから。 

エ 図１－４の単位格子には水分子が4個分含まれる。したがって，氷の密度は， 
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  したがって，氷の密度0.92 g・cm－3は，液体の水の密度1.00 g・cm－3よりも低い。                       

  ※ 計算の手順によっては，氷の密度は0.93 g・cm－3となる。 

オ (A)：(3)  (B)：(3) 

カ 溶質のモル分率は(1－x) で表されるから， 
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  希薄水溶液Sの質量モル濃度をm〔mol・kg－1〕とすると，溶質のモル分率について， 
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  ΔTb＝Kbmより， 
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答 0.021 K 

キ 圧力P1において，加熱して温度勾配をつけることで，昇華しない物質はXに残し，化合物Aよりも昇華・

凝華する温度が低い物質はZに析出させ，Aは中間の位置に凝華させるようにする必要がある。 

ク a，b：再結晶，抽出（順不同） 

  理由：溶媒を用いる手法により精製した固体物質には，溶媒分子が含まれる可能性があるから。 

ケ 気体の状態方程式より， 
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答 6.7×10－2 g・cm－3 

コ 蒸発エンタルピー(または，蒸発熱) 
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第２問 
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第３問 

ア 試薬：⑷  液性：⑺ 

イ A1：リシン  A2：アラニン  A3：グリシン 

（または A1：アスパラギン酸  A2：リシン  A1：グリシン 

または A1：グルタミン酸  A2：リシン  A1：グリシン） 

  A4の構造式：    

ウ あ：立体異性体（ジアステレオ異性体，ジアステレオマー） 

い：活性化エネルギー  う：手前 

エ 4種類 

オ  

カ アミノ基がアセチル基で保護されたアミノ酸の脱保護時にはアミド結合の加水分解が起こるが，同じ条件で

ペプチド結合の加水分解も起こるから。 

キ ろ過して溶液を除く。 

ク  

ケ 工程③のペプチド結合の形成は完全には進行せず，脱保護されたアミノ酸 Y4のアミノ基が一部未反応で残

っているため，小分けした樹脂ビーズをニンヒドリン溶液に浸し加熱しても呈色しなくなるまで，工程③を十

分に行う。 
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